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【教科目名】 情報技術 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

２級整備士スマートモビリティコース（1AA） 

２級整備士ボディクラフトコース（1AB） 

 

【学習の目的・趣旨】 

 現在の情報化社会では、膨大にある情報の中から必要なものを取り出す力が求められている。そ

ういった技術は、基礎から学んだ方が早道である。本学科では、マイクロソフト・ワードを通して

PC の操作方法や、効率の良い入力方法、またビジネス文章の作成方法を理解し、身につける事を

目的とする。 

 また、整備の現場でも近年、急速に IT 化が進んでいる。PC のスキルを身につける事は必須にな

っており、タイピングの速度も求められている。重要性を認識し、しっかりと取り組もう。 

 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ 情報基礎Ⅰ（授業形態：演習） 1AA/1AB １年後期 
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【授業科目名】 情報基礎Ⅰ（授業形態：演習） 

 

【教科目名】 情報技術 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ２０Ｈ 

【授業担当者】 勝村 正巳 

【学 習 目 標】 
 MicrosoftWord の基本的な操作を体得し、ビジネスで作製する資料を作成でき

るレベルにし、日本語ワープロ技能標準試験に合格できるレベルにする。 

【授 業 計 画】 

 

１週目 

 

 

２週目 

 

３週目 

 

４週目 

 

５週目 

 

６週目 

 

７週目 

 

８週目 

 

 

WindowsOS基本操作 

Word入門、キー操作 

 

文字の入力・保存・削除 

 

文書の作成・印刷 

 

文書の作成 

 

レイアウト 

 

フォント、その他編集機能 

 

過去問題① 

 

（中間試験） 

 

９週目 

 

１０週目 

 

 

 

過去問題② 

 

過去問題③ 

 

 

（期末試験） 

 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 日本語ワープロ技能標準試験（３級、２級） 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および実習試験により総合的に評価 

【教 科 書】 ３０時間でマスター Word＆Excel ２０１９ （実教出版株式会社） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
スタート時点で、パソコンに対する技能に個人差があると思われます。過去に

３級資格を取得している学生は２級取得を目標とします。 
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【教科目名】 産業社会 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

２級整備士スマートモビリティコース（1AA） 

２級整備士ボディクラフトコース（1AB） 

 

【学習の目的・趣旨】 

  

自動車を取り巻く環境は大きく変化しています。衝突安全性（パッシブセーフティー）、予防安全性

（アクティブセーフティー）、有害排出ガス削減、ＣＯ２排出量、騒音問題等のさまざま課題をクリア

するために高度な自動車性能が要求されており、自動車メーカー各社はその対応に追われています。こ

れらの要求に応えるためには、巨額の資金と人財が必要であるため、メーカー間の技術協力や資本提携

が進んでいます。 

また近年、自動運転、自動ブレーキなどの運転支援システムが標準化され、それに伴い道路運送車両法

も改正されました。 

本科目では、自動車産業を俯瞰して見ることで、幅広い知識を身につける事を目的とします。また、社

会人として基礎的なコミュニケーションの取り方や情報の活用法など、身につけておくべき知識を習得

します。 

併せて、技術コースでは、自動化、電動化の技術を踏み込んで学び、自動車整備業界の変化に柔軟に対

応できる能力を身に付けていただきます。また総合コースでは、自動車の一般整備ではなく車体整備の

知識技術を身に付けること、経営のノウハウを学ぶことで、自動車をより広い視野で捉えることができ

るようになります。（選択制） 

 将来の就職活動、就職後の仕事に必ず役立つはずです。意欲を持って取り組んでください。 

  

 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ ビジネス概論Ⅱ（授業形態：講義） 1AA/1AB １年後期 

２ 自動車産業Ⅱ（授業形態：講義） 1AA/1AB １年後期 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 ビジネス概論Ⅱ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 産業社会 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
２級整備士スマートモビリティコース 

２級整備士ボディクラフトコース 
【学習時期】 後  期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ 

【授業担当者】 杉山 由紀夫 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 

① 自動車業界に従事する者として、産業構造をしっかり把握して、希望の職種やメ

ーカー探しにつなげる。 

② くるまマイスター検定３級に合格できる、自動車についての幅広い知識を身に付

ける。 

 

第１週 過去問題からの学習① 第９週 本番問題の答え合わせ② 

第２週 過去問題からの学習② 第10週 本番問題の答え合わせ③ 

第３週 過去問題からの学習③ 第11週 教科書細部の再学習① 

第４週 過去問題からの学習④ 第12週 教科書細部の再学習② 

第５週 過去問題からの学習⑤ 第13週 教科書細部の再学習 

第６週 過去問題からの学習⑥ 第14週 総まとめと練習問題① 

第７週 中間試験 第15週 総まとめと練習問題② 

第８週 本番問題の答え合わせ① 第16週 期末試験 

【資格との関連】 

国家二級ガソリン・ジーゼル整備士 

くるまマイスター検定 

ビジネス検定 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び中間・期末試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 
くるまマイスター検定公式ガイドブック・日刊自動車新聞・適宜担当者が時事的な内容を考

慮し準備 

【参考資料】  

【留意事項】 
車の技術的な内容よりも、自動車業界の仕組みを理解してもらう授業です。この授業を通し、

自分に 

合った職種を見つけ出し、就職活動につなげていってください。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 自動車産業Ⅱ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 産業社会 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
２級整備士 

スマートモビリティコース 【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ 

【授業担当者】 杉山 由紀夫 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
 自動運転技術を実際の車両を使って体感し、システムの違いによるレベルを理

解する。装備品の配置、修理方法を学ぶ。電動化技術の概要修得 

【授 業 計 画】 

１週目 

 

 

２週目 

 

 

３週目 

 

 

４週目 

 

 

５週目 

 

 

６週目 

 

 

７週目 

 

 

８週目 

 

 

９週目 

 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の構造確認、レベル体験 

 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の構造確認、レベル体験 

 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の構造確認、レベル体験 

 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の構造確認、レベル体験 

 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の構造確認、レベル体験 

 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の構造確認、レベル体験 

 

中間試験 

 

 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の修理方法 

 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の構造確認、レベル体験 

１０週目 

 

 

１１週目 

 

 

１２週目 

 

 

１３週目 

 

 

１４週目 

 

 

１５週目 

 

 

１６週目 

各メーカーの自動ブレーキ、その

他の装置の構造確認、レベル体験 

 

電動化技術（ハイブリッド車）の

特徴と構造 

 

電動化技術（プラグインハイブリ

ッド車）の特徴と構造 

 

電動化技術（電気自動車）の特徴

と構造 

 

電動化技術（日産 e-power 車）

の特徴と構造 

 

期末試験対策授業 

 

 

期末試験 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 特定認証整備における整備主任者に必要となる知識技術になります 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間、期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 各メーカー解説書、修理書 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
授業の一部は、企業の技術担当者に講師をしていただきます。各社の違い、特

徴をしっかり学んでください。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 自動車産業Ⅱ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 産業社会 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 
２級整備士 

ボディクラフトコース 【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ 

【授業担当者】 荒瀬 淳、飯塚 和人 [実務経験]自動車整備工場の整備士］ 

【学 習 目 標】 
 自動車車体整備の基礎（溶接、金属加工、パテ付け、パテ砥、下地処理、マス

キング、塗装、磨き、）を習得する 

【授 業 計 画】 

１週目 

 

 

２週目 

 

 

３週目 

 

 

４週目 

 

 

５週目 

 

 

６週目 

 

 

７週目 

 

 

８週目 

金属の切断、プラズマカッターの

使用方法 

 

溶接（スポット、プラグ、一般的

な半自動溶接）の方法 

 

金属の表面加工の方法 

 

 

パテ付けの方法 

 

 

パテ砥の方法 

 

 

足づけ、サフェーサー、脱脂等の

方法 

 

マスキング、デザインの方法 

 

 

マスキング、デザインの方法 

９週目 

 

 

１０週目 

 

 

１１週目 

 

 

１２週目 

 

 

１３週目 

 

 

１４週目 

 

 

１５週目 

 

 

１６週目 

塗装の方法① 

 

 

塗装の方法②（クリアー） 

 

 

磨きの方法 

 

 

実車を使っての塗装（下地） 

 

 

実車を使っての塗装（マスキング） 

 

 

実車を使っての塗装（サフェーさ

ーと本塗り） 

 

実車を使っての塗装（磨き） 

 

 

期末試験 

 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 将来的に車体整備士を取得する際に必須となる知識です。 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間、期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 自動車整備技術 車体整備  （日本自動車車体整備協同組合連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
授業時間が短いため、効率よく進めていく必要があります。協調性、積極性が

重要になります。 
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【教科目名】 自動車工学 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

２級整備士スマートモビリティコース（1AA） 

２級整備士ボディクラフトコース（1AB） 

 

【学習の目的・趣旨】 

自動車の整備を学んでいく上で必要な基礎知識を学びます。 

自動車の概要、構造、材料、機械要素、燃料及び潤滑剤、基礎的な原理・法則、自動車の 

諸元など様々な基礎知識が必要になります。 

 卒業後に全員、国家試験を受験します。今後の学科、実習授業において、基礎的なことは大切に

なるのでしっかりと学習して下さい。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ 自動車の構造・性能Ⅱ（授業形態：講義） 1AA/1AB １年後期 

２ 自動車の構造・性能Ⅲ（授業形態：演習） 1AA/1AB １年後期 

３ 自動車の力学・数学Ⅱ（授業形態：演習） 1AA/1AB １年後期 

４ 電気・電子理論Ⅱ（授業形態：講義） 1AA/1AB １年後期 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 自動車の構造・性能Ⅱ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
国家２級自動車整備士資格を取得するために必要な、自動車の基本的な構造、

各部品の名称及び作動を習得する 

【授 業 計 画】 

１週目 

 

 

２週目 

 

 

 

３週目 

 

 

４週目 

 

 

５週目 

 

 

６週目 

 

 

７週目 

 

 

８週目 

 

９週目 

 

 

ホイール及びタイヤ 

ホイールの種類 

リムの種類、各部の名称 

ホイールの取り付け方式

及び寸法について 

インセット、ゼロセット 

リムの呼称 

自動車用タイヤの構造 

トレッド、カーカス、ビー

ド 

トレッドパターンについ

て 

タイヤバルブ、リムバルブ 

タイヤの種類 

チューブタイヤ、チューブ

レスタイヤ 

スタッドレスタイヤ 

応急用タイヤ 

ランフラットタイヤ 

タイヤの呼びについて 

スリップサインについて 

プラットホームについて 

中間試験 

 

タイヤに起こる異常現象 

スタンディングウェーブ 

ハイドロプレーニング 

１０週目 

 

 

１１週目 

 

 

１２週目 

 

 

１３週目 

 

 

１４週目 

 

 

１５週目 

 

 

１６週目 

ホイールバランスについて 

スタティックバランス 

ダイナミックバランス 

ホイールアライメント 

ホイールアライメントの必要性 

フロントアライメントの役目 

キャンバについて 

プラスキャンバ、マイナスキャンバ 

キャンバの役割 

キャスタについて 

キャスタの作用 

直進性について 

キングピン傾角について 

ステアリングホイールの復元力及び衝

撃の緩和について 

トー及びスラスト角、セットバック角 

アライメントの測定 

サイドスリップについて 

期末試験 

 

 

 

 

 

 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家 2 級ガソリン自動車整備士試験、国家 2 級ジーゼル自動車整備士試験 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間・期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 三級自動車シャシ（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
自動車の荷重を受けるタイヤの構造や車体の直進性、運転性にかかわる重要な

内容なのでしっかりと勉強してください。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 自動車の構造・性能Ⅲ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 ２単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
国家２級自動車整備士資格を取得するために必要な、自動車の基本的な構造、

各部品の名称及び作動を習得する 

【授 業 計 画】 

１週目 

 

 

２週目 

 

 

３週目 

 

 

 

 

４週目 

  

５週目 

 

 

 

 

６週目 

 

 

 

７週目 

 

 

 

８週目 

 

アクスル及びサスペンシ

ョン 

構造・機能 

リヤアクスル支持方式 

車軸懸架式、全浮動式 

独立懸架式、半浮動式 

平行リーフ型サスペンシ

ョン 

リンク型サスペンション 

ストラット型サスペンシ

ョン 

スプリング、ショックアブ

ソーバについて 

ステアリング装置 

旋回時の、各ホイールの関

係について 

ステアリング操作機構 

チルトステアリング 

テレスコピックステアリ

ング 

ステアリングコラム及び

シャフトについて 

ラック・ピニオン型 

ボールナット型 

ステアリング・リンク機構

について 

中間試験 

 

９週目 

 

 

 

 

 

１０週目 

 

 

 

 

 

１１週目 

 

 

 

１２週目 

 

 

１３週目 

 

 

１４週目 

１５週目 

１６週目 

油圧式パワーステアリング 

電動式パワーステアリング 

ブレーキ装置 

ブレーキの種類 

タンデムマスタシリンダの構造 

ブレーキ本体について 

自己倍力作用について 

リーディングシューとトレーリングシ

ュー 

ドラムブレーキの構造 

リーディングトレーリング 

ツーリーディング、デュオサーボ 

ディスクブレーキについて 

ブレーキパッド、ブレーキディスク 

自動調整装置、ブレーキ液 

プロポーショニングバルブ 

真空制動倍力装置 

圧縮エア式制動倍力装置 

パーキング・ブレーキ 

フレーム及びボディ 

ボデー（乗用車）、ボデーシェル、構成

部品、ボデー（トラック、バス） 

ボデーの塗装、塗料、 

期末試験対策授業 

期末試験 

 

 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家 2 級ガソリン自動車整備士試験、国家 2 級ジーゼル自動車整備士試験 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間・期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 三級自動車シャシ（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
自動車の乗り心地や操縦性、又、最も重要なブレーキに関する授業内容になり

ますので、構造や作動をしっかり習得するようにしましょう。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 自動車の力学・数学Ⅱ（授業形態：演習） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 杉山 由紀夫 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 ・基礎的な原理・法則を学ぶ上での力学的計算の基礎を学習します。 

【授 業 計 画】 

１週目 

 

 

２週目 

 

 

３週目 

 

 

４週目 

 

 

５週目 

 

 

６週目 

 

 

７週目 

 

 

８週目 

 

 

基礎的な原理・法則 

熱と物質 

 

基礎的な原理・法則 

熱と温度 

 

基礎的な原理・法則 

熱の移動 

 

基礎的な原理・法則 

熱膨張 

 

基礎的な原理・法則 

燃焼 

 

基礎的な原理・法則 

力とトルク 

 

（中間試験） 

 

 

 基礎的な原理・法則 

 偶力 

９週目 

 

 

１０週目 

 

 

１１週目 

 

 

１２週目 

 

 

１３週目 

 

 

１４週目 

 

 

１５週目 

 

１６週目 

 

 基礎的な原理・法則 

 力のモーメント 

 

 基礎的な原理・法則 

 力のモーメント 

 

 基礎的な原理・法則 

 速度と加速度 

 

 基礎的な原理・法則 

 速度と加速度 

 

 基礎的な原理・法則 

 仕事とエネルギー 

 

 基礎的な原理・法則 

 圧力と応力 

 

期末試験対策授業 

 

（期末試験） 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間・期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 ・基礎自動車工学 （日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】 ・計算問題を解くノウハウ（整研出版社） 

【留 意 事 項】 計算の基礎を学ぶことで計算能力と応用力を高めることを目標にします。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 電気・電子理論Ⅱ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車工学 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期  

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 古賀 一光  [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
半導体の基礎知識から応用した回路を理解する。灯火装置、計器、ホーン、ワイ

パ、ウォッシャ、冷暖房装置などの自動車シャシの電気装置を理解する。 

【授 業 計 画】 

１週目 

 

 

２週目 

 

 

３週目 

 

 

４週目 

 

 

５週目 

 

 

６週目 

 

 

７週目 

 

 

８週目 

 

 

９週目 

 

半導体 概要 

P型半導体及びN型半導体 

ダイオード 

ツェナ・ダイオード 

発光ダイオード 

フォト・ダイオード 

トランジスタ 

フォト・トランジスタ 

サーミスタ、IC 

灯火装置 概要 

ヘッドランプ 

テールランプ 

ストップ・ランプ 

バックアップ・ランプ 
ライセンス・プレートランプ 

ターン・シグナル・ランプ 

ハザード・ウォーニング・

ランプ 

「中間試験」 

 

 

ヒューズ及びヒュージブ

ル・リンク、リレー 

 

計器 概要 

スピードメータ 

エンジン・タコメータ 

１０週目 

 

 

１１週目 

 

 

１２週目 

 

 

１３週目 

 

 

１４週目 

 

 

１５週目 

 

 

１６週目 

ウォータ・テンパレチャ・ゲージ 

フューエル・ゲージ、オイル・プレッシ

ャ・ウォーニング・ランプ 

ホーン 

ウインドシールド・ワイパ 

 

冷房装置 

冷凍サイクル 

 

暖房装置 

 

 

電気装置の配線 

 配線、多重通信 

 

期末試験対策授業 

 

 

期末試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間・期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 ・三級自動車シャシ （日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】 
・三級自動車ガソリン・エンジン （日本自動車整備振興会連合会） 

・三級自動車ジーゼル・エンジン （日本自動車整備振興会連合会） 

【留 意 事 項】 
電気回路の基礎となる半導体については、図記号と特性をしっかり覚えて下さ

い。自動車シャシの各電気装置の役割、回路を理解して下さい。 
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【教科目名】 自動車整備 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

２級整備士スマートモビリティコース（1AA） 

２級整備士ボディクラフトコース（1AB） 

 

【学習の目的・趣旨】 

 本科目では、主にエンジン系と電装品系について学習します。エンジン系はガソリンエンジンと

ジーゼルエンジンに分かれており、作動原理から最新のシステムまで幅広く学習し、作動のイメー

ジをつかむことを目的としています。また、二輪自動車の整備法についても学習します。 

 現在の自動車はほぼ全てを電子制御でコントロールしています。年々、高度で複雑化する傾向に

ありますが、基本的な電気の原理原則は変わりません。電装品について基礎から学習することで、

二級や一級で学ぶ高度な電子制御への足がかりとしてください。 

 何事も基礎が大切です。目的意識を持って取り組みましょう。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ エンジン整備Ⅱ（授業形態：講義） 1AA/1AB １年後期 

２ シャシ整備Ⅱ（授業形態：講義） 1AA/1AB １年後期 

３ 電装整備Ⅱ（授業形態：講義） 1AA/1AB １年後期 

４ 二輪自動車の整備法（授業形態：講義） 1AA/1AB １年後期 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 エンジン整備Ⅱ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車整備 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 飯塚 和人  [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 

ガソリンエンジンの燃料装置、吸排気装置、電子制御装置について構造・機

能・整備について学びます。また、各部品の名称や役割も学び理解することを

目指します。 

 

第１週 第５章燃料装置 

・概要 

第９週 第８章電子制御装置 

・概要 

・吸気系統構造・機能 

第２週 ・インジェクタ構造・機能 第10週 ・吸気系統構造・機能 

第３週 ・フューエルポンプ構造・機能 第11週 ・燃料系統構造・機能 

第４週 ・フューエルタンク構造・機能 

・フューエルパイプ構造・機能 

・整備 

第12週 ・燃料系統構造・機能 

第５週 第６章吸排気装置 

・概要 

・エアクリーナ構造・機能 

・スロットルボデー構造・機能 

第13週 ・点火系統構造・機能 

・制御系統構造・機能 

第６週 ・インテークマニホールド及びエ

キゾーストマニホールド構造・機

能 

第14週 ・整備 

第７週 ・エキゾーストパイプ及びマフラ

構造・機能 

・整備 

第15週 期末試験対策授業 

第８週 （中間試験） 第16週 （期末試験） 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士（ガソリン・ジーゼル） 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び中間・期末試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 三級自動車ガソリン･エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】 基礎自動車工学（日本自動車整備振興会連合会） 

【留意事項】 

学科授業と実習授業を併修して、理解する科目です。学科授業でしっかり聴講し

て、実習授業で現物を見て触って理解を深める勉強スタイルを早い段階で体得し

てください。 

 



 

14 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 シャシ整備Ⅱ（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車整備 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三  [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
本学科はジーゼル・エンジンの燃焼原理からコモンレール式燃料噴射装置までエン

ジンの基礎技術を学習、習得することを目指します。 

【授 業 計 画】 

１週目 

 

 

２週目 

 

 

３週目 

 

 

４週目 

 

 

 

５週目 

 

 

 

６週目 

 

 

７週目 

 

 

 

８週目 

【冷却装置】 

１．概要 

 

２．構造・機能 

ファン・クラッチ 

電動ファン 

３．整備 

 

 

【燃料装置】 

Ⅰ．コモンレール式高圧燃

料装置 

１．概要 

２．構造・機能 

サプライ・ポンプ 

コモンレール 

インジェクタ 

３．整備 

Ⅱ．ユニット・インジェク

タ式高圧燃料噴射装置 

１．概要 

２．構造・機能 

燃料システム 

 

中間テスト 

 

９週目 

 

 

１０週目 

 

 

１１週目 

 

 

１２週目 

 

 

１３週目 

 

 

１４週目 

 

 

１５週目 

 

 

１６週目 

ユニット・インジェクタ 

 

 

３．整備 

 

 

【給排気装置】 

１．概要 

 

２．構造・機能 

ターボ・チャージャ 

インタ・クーラ 

排気ガス後処理装置 

 

 

【エンジンの点検・整備】 

１．概要 

２．点検方法 

【故障原因探求】 

概要～手順、原因 

 

期末試験 

 

 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士（ガソリン・ジーゼル） 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び中間・期末試験の得点により総合的に評価 

【教 科 書】 三級自動車ジーゼル・エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
ガソリンエンジンと比べると似通った部分も多くあります。関連づけて学習する

と理解が進むでしょう。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 電装整備Ⅱ（授業形態：講義） 
 

【教科目名】 自動車整備 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 古賀 一光 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
 車の走行に欠かすことの出来ない電気装置の基礎について学びます。発電や点

火の原理、部品構造について理解することを目指します。 

【授 業 計 画】 

１週目 

 

 

２週目 

 

 

 

３週目 

 

 

４週目 

 

 

５週目 

 

 

６週目 

 

 

７週目 

 

 

８週目 

 

 

９週目 

 

始動装置の復習 

 

 

【充電装置】 

概要 構造 

ロータ、ステータ、レクチャファ

イアの構造 

ボルテージ・レギュレータの構造 

 

 

発電の原理 

 

 

整流の原理 

 

 

起電力制御の原理 

充電回路の作動 

 

「中間試験」 

 

 

【点火装置】 

概要 

 

構造・機能 

点火の基礎（電圧発生の原理） 

１０週目 

 

 

１１週目 

 

 

１２週目 

 

 

１３週目 

 

 

１４週目 

 

 

１５週目 

 

 

１６週目 

 

気筒別独立点火方式 

 

 

イグニション・コイル 

スパーク・プラグ 

 

整備 

 

 

故障具体例の研究 

 

 

予熱装置（ジーゼル） 

 

 

期末試験対策授業 

 

 

期末試験 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家二級自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および中間、期末試験により総合的に評価 

【教 科 書】 
三級自動車ガソリン・エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

三級自動車ジーゼル・エンジン（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】 
基礎自動車工学（日本自動車整備振興会連合会） 

サービスマニュアル配線図（ホンダ、トヨタ） 

【留 意 事 項】 
 電気装置について具体的に学んで行きます。電気に対して苦手意識を持たずに

取り組むことに努めましょう。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 二輪自動車の整備法（授業形態：講義） 

 

【教科目名】 自動車整備 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後  期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 １５Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三 飯塚 和人 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 

二輪自動車のエンジン、シャシ、電装の基本構造（国家３級レベル）について学習

します。四輪との構造上の違いをはっきりと抑え、二輪ならではの性能確保の手段

を理解することが目標です。 

 

第１週 第３章 シャシ 

Ⅳホイール及びタイヤ 

（Ｐ８１～Ｐ８７） 

第９週 第４章 電気装置 

Ⅲ充電装置 

（Ｐ１０８～Ｐ１１１） 

第２週 第３章 シャシ 

Ⅳホイール及びタイヤ 

（Ｐ８１～Ｐ８７） 

第10週 第４章 電気装置 

Ⅳ点火装置 

（Ｐ１１２～Ｐ１１６） 

第３週 第３章 シャシ 

Ⅴホイールアライメント 

（Ｐ８８～Ｐ８９） 

第11週 第４章 電気装置 

Ⅴ灯火装置 

（Ｐ１１７～Ｐ１２０） 

第４週 第３章 シャシ 

Ⅵブレーキ装置 

（Ｐ９０～Ｐ９８） 

第12週 第４章 電気装置 

Ⅵ計器 Ⅶホーン 

（Ｐ１２１～Ｐ１２５） 

第５週 第３章 シャシ 

Ⅵブレーキ装置 

（Ｐ９０～Ｐ９８） 

第13週 第６章 点検・整備 

Ⅱエンジン 

（Ｐ１３９～Ｐ１４３） 

第６週 第３章 シャシ 

Ⅶフレーム 

（Ｐ９９～Ｐ１００） 

第14週 第６章 点検・整備 

Ⅲシャシ 

（Ｐ１４４～Ｐ１５０）） 

第７週 （中間試験） 第15週 期末試験対策授業 

第８週 第４章 電気装置 

Ⅱ始動装置 

（Ｐ１０５～Ｐ１０７） 

第16週 （期末試験） 

【資格との関連】 国家二級二輪自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び中間・期末試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 三級二輪自動車（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】  

【留意事項】 

興味のありなしが、聴講態度に現れやすい科目ですが、二輪の特徴をしっかり捉え

れば、四輪の特徴が理解しやすくなりますので、しっかり聴講するよう心掛けてく

ださい。 
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【教科目名】 自動車整備作業 

 

【教科目責任者】 岩瀬 禎三 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

自動車整備工学科 

２級整備士スマートモビリティコース（1AA） 

２級整備士ボディクラフトコース（1AB） 

 

【学習の目的・趣旨】 

 自動車整備士として仕事をするためには、何よりも「手が動くこと」が最も重要である。単純な

点検整備から始まり、エンジンやトランスミッションの脱着、快適に走行するための各種調整作業、

さらには各メーカの構造の違いや注意点等、習得しなければならない知識、技術は数多くある。本

科目では、実習を通してエンジン、シャシ、電装それぞれの基礎構造を学ぶと共に工具の使用方法

や機械の取扱に慣れることを目標とする。 

 本科目にいかに積極的に取り組むかが、将来の整備士としての成否がかかっているといっても過

言ではない。手を動かすことを意識して臨みましょう。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ エンジン整備作業Ⅱ（授業形態：実習） 1AA/1AB １年後期 

２ 二輪エンジン整備作業（授業形態：実習） 1AA/1AB １年後期 

３ シャシ整備作業Ⅱ（授業形態：実習） 1AA/1AB １年後期 

４ 二輪シャシ整備作業（授業形態：実習） 1AA/1AB １年後期 

５ 電装整備作業Ⅱ（授業形態：実習） 1AA/1AB １年後期 

６ 自動車整備実習Ⅰ（授業形態：実習） 1AA/1AB １年後期 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 エンジン整備作業Ⅱ（授業形態：実習） 

 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 ２単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ７0Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三、飯塚 和人 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 
ガソリンエンジン・ディーゼルエンジンの燃料装置や吸排気装置の分解・組み

立てを通し基本的な構造・作動を理解することを目指します。 

【授業計画】 

 

１週目 

(17h) 

 

 

 

 

２週目 

(17h) 

 

 

 

 

３週目 

(４h)  

 

４週目 

(14h) 

 

ガソリンエンジンの燃料装置 

・実習説明 

・インジェクターの脱着 

・フューエルポンプの脱着 

・燃料タンクの脱着 

 

ガソリンエンジンの吸排気装置 

・エアクリーナの脱着 

・インテークマニホールドの脱着 

・スロットルバルブの脱着 

・エキゾーストマニホールド脱着 

 

（実習試験） 

 

 

・エキゾーストパイプ、メインマ

フラの脱着 

ディーゼルエンジンの燃料装置 

・列型燃料ポンプ、分配型燃料ポ

ンプ構造作動 

・ポンプ本体の分解組付け 

 

 

５週目 

(17h) 

 

 

 

 

６週目 

(3h) 

 

 

 

７週目 

(6h) 

 

 

８週目 

(2h) 

 

現車を用いてエンジン脱着 

・エンジン取外し 

・エンジン各部確認 

・エンジン取付け 

 

 

・インヒビタースイッチ調整 

・スロットルケーブル調整 

・エンジンオイル補充 

 

 

・冷却水エア抜き 

・ATF 補充 

・各部漏れ点検 

 

（実習試験） 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家二級ガソリン・ジーゼル自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び実習試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 三級ガソリン・ジーゼル自動車整備（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】 基礎自動車整備作業（日本自動車整備振興会連合会） 

【留意事項】 

ガソリンエンジン・ディーゼルエンジンの知識は整備士にとって無くてはなら

ないものです。分解、組み立てを通し構造作動をしっかりと理解しましょう。ま

た、燃料装置と排気装置も重要な装置なので、理解できないことはその日のうち

に質問して解決するように心掛けましょう。 

 



 

19 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 二輪エンジン整備作業（授業形態：実習） 

 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 １単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 【学習時期】 後 期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ３５Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三、飯塚 和人 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 
シリンダ、シリンダヘッドの分解組付けを通して二輪車のエンジンの整備作業

を習得する。またキャブレータの構造作動を理解させる。 

【授業計画】 

 

１週目 

(15h) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現車よりエンジン取外し 

シリンダヘッド取外し 

シリンダ取外し 

ピストン取外し 

 

シリンダヘッド分解 

シリンダヘッド点検 

カムシャフト点検 

 

シリンダヘッド組み立て 

ピストン組付け 

シリンダ組み付け 

 

 

 

２週目 

(25h) 

 

 

 

シリンダヘッド組み付け 

タイミングチェーン組付け 

バルブクリアランス調整 

キャブレータ分解 

キャブレータ各系統の確認 

キャブレータ組み付け 

エンジンを現車に組み付け 

スロットルケーブル調整 

クラッチケーブル調整 

 

各部配線組付け 

チェーン調整 

各油脂類補充 

 

（実習試験） 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家二級ガソリン・ジーゼル自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び実習試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 三級ガソリン・ジーゼル・二輪自動車整備（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】 基礎自動車整備作業（日本自動車整備振興会連合会） 

【留意事項】 

エンジンやキャブレータの分解、組み立てを通し構造作動をしっかりと理解し

ましょう。また、組付け後の各部調整や各油脂類補充も重要な作業なので、理解

できないことはその日のうちに質問して解決するように心掛けましょう。 

 



 

20 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 シャシ整備作業Ⅱ（授業形態：実習） 
 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ７0Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三、飯塚 和人 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
ステアリング機構、タイヤ、ホイール・アライメント、ブレーキの基本的な構造、

作動及び整備方法を理解する 

【授 業 計 画】 

 

１週目 

(17h) 

 

 

 

 

 

 

 

２週目 

(17h) 

 

３週目 

(4h) 

 

 

 

 

４週目 

(14h) 

 

 

 

 

 

 

ステアリングギヤボック

スの種類 

ボールナット型ギヤボッ

クスの分解・組み立て 

ラック・ピニオン型ギヤボ

ックスの分解・組み立て 

ラック・ピニオン型ギヤボ

ックス脱着 

 

ステアリング・コラム脱着 

実習試験 

 

ホイール・タイヤ 

タイヤ脱着 

手組、タイヤチェンジャ 

パンク修理方法 

ホイールバランス調整 

 

ホイール・アライメント 

アライメントの種類 

トーイン・ゲージ、ＣＣＫ

ゲージを使用して測定、調

整 

 

5週目 

（17ｈ） 

 

 

6週目 

(3h) 

 

7 週目 

(6h) 

 

8 週目 

（2ｈ） 

 

 

 

 

 

 

復習 

実習試験 

 

 

ドラムブレーキの種類 

自己倍力作用について 

 

ドラムブレーキの分解・組み立て 

ディスクブレーキの構造・分解・組み立

て 

真空制動倍力装置の構造・作動点検 

実習試験 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 
国家 2 級ガソリン自動車整備士試験、国家 2 級ジーゼル自動車整備士試験 

（平成 32 年 3 月） 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および試験により総合的に評価 

【教 科 書】 三級自動車シャシ（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 
自動車の重要保安部品の構造なので、しっかりと理解し整備できるように学習し

てください 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 二輪シャシ整備作業（授業形態：実習） 

 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ３５Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三、飯塚 和人 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 
フロントフォーク、クラッチの分解組付けを通して二輪車のシャシの整備作業

を習得する。また、構造作動を理解させる。 

【授 業 計 画】 

 

１週目 

(15h) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２週目 

(25h) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サスペンションの整備 

現車よりフロントフォークの取外し 

フロントフォーク分解 

各部点検 

構造の確認 

消耗品の交換 

フロントフォーク組立て 

フロントフォークのエア抜き 

フロントフォークの油面調整 

油漏れの確認 

作動確認 

現車にフロントフォークの組み付け 

 

動力伝達装置の整備 

現車より湿式多板クラッチの取外し 

クラッチの分解 

各部点検 

クラッチの組立て 

現車にクラッチの組み付け 

クラッチワイヤー組み付け 

クラッチレバーの遊び調整 

クラッチの機能確認 

油漏れの確認 

実習試験 

 

  

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家二級二輪自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題および実習試験により総合的に評価 

【教 科 書】 三級二輪自動車（日本自動車整備振興会連合会） 

【参 考 資 料】  

【留 意 事 項】 

フロントフォークやクラッチの分解、組み立てを通し構造作動をしっかりと理

解しましょう。また、組付け後の各部調整や各油脂類補充、エア抜きなども重要

な作業なので、理解できないことはその日のうちに質問して解決するように心掛

けましょう。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 電装整備作業Ⅱ（授業形態：実習） 

 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 ２単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後  期 

【年次】 １年次 【授業時間数】 ７０Ｈ 

【授業担当者】 岩瀬 禎三、飯塚 和人 [実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学習目標】 
電気の流れの基礎、電気回路の理解、エンジン電装品の構造作動、細部までの名

称を理解することが目標です。 

 

第１週 

１０Ｈ 

始動装置 

車両からの脱着・単体点検 

全体の回路、単体の回路の理解 

第８週 

３Ｈ 

点火装置 

イグナイターの作動・役割の理解 

電装整備作業 試験 

第２週 

１７Ｈ 

始動装置 

車両からの脱着・単体点検 

全体の回路、単体の回路の理解 

  

第３週 

１０Ｈ 

充電装置 

単体の回路・車上点検の理解 
  

第４週 

１４Ｈ 

充電装置 

車両からの脱着・単体点検 

電装整備作業 試験 

  

第５週 

３Ｈ 

点火装置 

ディストリビューターの脱着、単

体確認 

  

第６週 

１７Ｈ 

点火装置 

ダイレクトイグニッションの回

路の理解・単体点検の方法の理解 

  

第７週 

６Ｈ 

点火装置 

イグナイターの作動・役割の理解 

 

  

【資格との関連】 国家二級ガソリン・ジーゼル自動車整備士 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題、及び実習試験の得点により総合的に評価 

【教科書】 三級ガソリン・ジーゼル自動車整備（日本自動車整備振興会連合会） 

【参考資料】  

【留意事項】 
まず苦手意識を払拭しましょう。理解できなくなった段階で、そのままにせず、

理解できるまで徹底的に勉強するつもりで取り組んでください。 
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【実務経験のある教員等による授業科目】 

【授業科目名】 自動車整備実習Ⅰ（授業形態：実習） 
 

【教科目名】 自動車整備作業 【単位数】 1 単位 

【学科名】 自動車整備工学科 

【コース】 

２級整備士 

スマートモビリティコース 

２級整備士 

ボディクラフトコース 
【学習時期】 後 期 

【年 次】 １年次 【授業時間数】 ４０Ｈ 

【授業担当者】 外部講師（販売店技術担当者）、岩瀬 禎三[実務経験]自動車整備工場の整備士 

【学 習 目 標】 各自動車メーカーの最新技術、整備方法を理解する 

【授 業 計 画】 

 

１週目 

(17h) 

 

 

 

 

２週目 

(17h) 

 

 

 

 

３週目 

(6h) 

 

 

 

各自動車メーカーの最新

技術の説明、実車を使用し

ての整備方法を実施 

レポート提出  

 

 

各自動車メーカーの最新

技術の説明、実車を使用し

ての整備方法を実施 

レポート提出  

 

 

各自動車メーカーの最新

技術の説明、実車を使用し

ての整備方法を実施 

レポート提出  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※進捗状況により、変更になることがあります。 

【資格との関連】 国家二級 自動車整備士試験 

【成績評価方法】 出席状況、授業態度、提出課題により総合的に評価 

【教 科 書】 なし 

【参 考 資 料】 メーカーごとの参考資料をその都度配布 

【留 意 事 項】 最新の自動車技術なので、しっかりと理解し整備できるように学習してください 

 


